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佐賀県における無毒化大麻の継続モニタリング
（平成17年度～令和元年度）
佐賀県衛生薬業センター ○井手陶子　緒方かおり　中山秀幸
〔はじめに〕
本県では、免許を受けた大麻栽培者が神事のための製品の製造を目的として、大麻草を栽培しているほ場が１ヵ所ある。本県で栽培されている大麻草は、幻覚作用を持つテトラヒドロカンナビノール酸（THCA）をほとんど含まず、幻覚作用を持たないカンナビジオール酸（CBDA）が多く含まれ、CBDA種（いわゆる無毒化大麻）と呼ばれている。一方、THCA種は主としてTHCAを産生し、遺伝的にCBDA種より優性なため、交雑によるCBDA種の有毒化が懸念されている。そこで、佐賀県衛生薬業センターでは、平成17年度から、栽培されている大麻草が有毒化していないことを確認するため、GC/FID分析により大麻草成分検査を行っている。今回、令和元年度までの継続モニタリングの検査結果について報告する。               
〔実験方法〕
1.試料及び試薬

　ほ場5地点で試料を採取した。サンプリングは雌株の大麻草を対象とし、花穂、4 cm未満の葉、4～6 cmの葉、6 cm以上の葉の部位ごとに採取した。
2.試料の調製

　試料は真空乾燥した後、フィンガーマッシャーで粉砕し約10 ㎎を量りとり、ジエチルエーテル1 mLを加え5分間超音波下で抽出を行った。室温で一晩放置し濃縮したものに、ジエチルエーテル0.5 mLを加え再溶解し、遠心分離後に得られた上澄み液をGC/FID試験溶液とした。
3.GC/FID測定条件
[image: image1.emf]装置

カラム温度

キャリアーガス

注入量

注入口温度 250℃ 検出器温度 250℃

水素流量 40 mL/min 空気流量 450 mL/min

HP-5 5% phenyl methyl polysiloxane

15 m × 530 μm × 1.5 μm

カラム

50℃(1 min)-30℃/min-300℃(5.67 min)

表1　GC/FID測定条件

Agilent-7890GC/FID

1 μL（スプリットレス）

He 5.00 mL/min (constant flow)

　表1に示す条件にて測定を行った。
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〔結果・考察〕
GC/FID分析では、THCAはライナー内で脱炭酸され、テトラヒドロカンナビノール（THC）として分析される1)。また、同様にCBDAはカンナビジオール（CBD）として分析される。検査では、CBDとTHCのGC/FID分析によるピーク面積比C/T（CBDピーク面積/THCピーク面積）を算出する。有毒化した場合、GC/FID分析によるピーク面積比C/Tが1前後またはさらに低い値を示すとの報告があり2）、これを指標値としている。
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　図1にC/Tの経年推移を示す。モニタリングを開始した平成17年度から令和元年度までに検査したC/Tの年度平均値は、16.7～26.3の範囲内を推移しており、いずれも１を大きく上回っていることから、いずれの検体も有毒種との交雑はないものと考えられる。
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